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研究成果の概要（和文）：ジャワ島・フローレス島・台湾から出土した多数の新発見の原人化石について形態学
的解析を推進し、アジアにおける原人・旧人段階の進化史が、従来の認識よりはるかに多様であったことを明ら
かにした。この多様性を生じた原因はなお不明だが、１つの因子として、氷期の海面変動の中で大陸と接続分断
を繰り返した地域と（台湾・ジャワ島）、ずっと孤立していた地域（フローレス島）といった地理環境の違いが
影響した可能性がある。これらの成果をネイチャー誌、ネイチャー・コミュニケーションズ誌などに発表した。

研究成果の概要（英文）：This 5-years project have revealed previously unrecognized, high-level of 
evolutionary diversity in Asian archaic Homo, through morphological analyses of a number of newly 
discovered fossil specimens from three peripheral regions of Asia: Java (Indonesia), Flores 
(Indonesia), and Taiwan. During the Pleistocene sea-level fluctuations, Taiwan/Java had repeated 
connection and disconnection from the Asian continent, whereas Flores had been an isolated island 
throughout. Such contrasting geographic settings may have been at least one of the causes that 
affected the evolutionary diversity observed here. The results were published in Nature, Nature 
Communications, and other academic journals.
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１．研究開始当初の背景 
2003 年にインドネシアのフローレス島で発
見されたホモ・フロレシエンシス（フローレ
ス原人）は、原人の登場以降 200万年におよ
ぶ人類史が“絶え間なく続いてきたヒト化の
プロセス”であったという従来の常識を覆し、
学界に衝撃を与えた（Brown et al., 2004）。
つまり数万年前に生存していたこの小型人
類は、200万年にわたって右肩上がりに脳が
増大し、技術文化が発展し、身体特徴も現代
人的になっていくといういわば“メインスト
リーム”の人類進化と逆行して、脳と身体が
矮小化し、腕と脚のプロポーションが猿人的
になり、石器技術も停滞した人類集団が存在
したことを明らかにした（Morwood and 
Jungers, 2009; Aiello, 2010）。アジアの人類
進化が予想をはるかに超えて多面的であっ
たというこの発見は、大きな波紋を呼ぶと同
時に、我々の大陸辺縁地域における人類史へ
の理解と注目が不足していたことを強く認
識させた。さらに当時、シベリア南部のアル
タイ地域に、ネアンデルタール人とともに別
の古代型人類（“デニソワ人”）がいたことが、
化石から抽出した DNA 解析の結果から示唆
され（Reich et al., 2011）、アジアにいた古代
型人類の多様性に一層の注目が集まってい
た。 
研究の開始当時、代表者にはアジアの人類
化石についての 17 年間にわたる研究実績が
あり、特にジャワ原人（ホモ・エレクトスの
地域集団）の進化史について数々の新知見を
提供していた（e.g., Kaifu et al. 2005, 2008, 
2010, 2011a）。そうした実績から、インドネ
シア・オーストラリア合同のフローレス調査
隊に招かれ、さらにこれまで古代型人類の存
在が明らかでなかった台湾から保存良好な
人類化石が複数点発見され、その研究にも携
わることとなった。 
このように絶対数は少ないが、アジアには
辺縁地域の人類史を探るための化石資料が
複数存在し、幸いにも申請者はその全てにア
クセスできる立場にあった。本研究はこの状
況を生かして、アジアにおける人類進化の新
しい側面の解明に挑むために企画された。 
 
２．研究の目的 
ダーウィン以降 150 年にわたる研究により、
猿人から原人、旧人、そして新人（ホモ・サ
ピエンス）にいたる人類進化の大筋が解明さ
れつつある。一方で近年、アジアの辺縁地域
ではこの“メインストリーム”の進化とは全
く異なる歴史が刻まれていたことが明らか
になり、大きな注目を集めている。本研究で
は辺縁地域における人類史の実態を解明し、
人類進化の多面性を理解するために、インド
ネシアと台湾における原人あるいは旧人化
石を、形態と年代の両面から調査する。形態
については近年発達してきた３次元的手法
も導入し、他地域の人類化石との大規模な比
較を行う。年代については、一部現地調査も

交えながら鍵となる化石（遺跡）の年代を測
定する。これらの知見を統合してアジア辺縁
における人類形態進化の時系列的モデルを
構築し、地理・共伴動物相などの情報も加味
しながら、その独自性について明らかにする。 
 
３．研究の方法 
フォーカスするアジア辺縁地域として、課題
解決のために有望な人類化石が存在し、かつ
それらに代表者がアクセスできるジャワ島
（インドネシア）、フローレス島（インドネ
シア）、台湾を選んだ。こららの地域の新発
見・未研究の原人化石について、高解像度 CT
撮影を含む形態学的解析を進めるとともに、
必要な年代測定、野外発掘・地質調査などを
重ねて、各地における人類進化の特性を炙り
出していく。さらに人類進化研究において重
要視されている脳サイズについて、破損した
不完全な頭骨化石からも信頼性の高い推定
値を得るための3次元デジタル技術を応用し
た新手法を開発する。作業が形態学、デジタ
ル技術、年代測定、地質調査と多岐にわたる
ため、それぞれの分野において第一線で活躍
している国内外の専門家と共同で作業を進
めていく。 
 
４．研究成果 
(1)フローレス原人 
①論争の的になっていたフローレス原人の
頭蓋腔容量（脳サイズの近似値）を、高精度
マイクロＣＴデータを用いて決定した（図
１）。合わせて身体サイズと脳サイズの関連
について、現代人のデータを収集して調査し、
その関連が従来の想定よりも強いことを発
見した。これらの知見を合わせて、フローレ
ス原人が大型のジャワ原人から矮小進化し
た可能性を否定できないという主旨の論文
を発表した（論文 21）。この論文はネイチャ
ー・サイエンス誌で紹介され、BBC など国際
メディアからも大きな注目を集めた。 

 

図１. コンピュータ上で復元したフローレ
ス原人の頭蓋腔鋳型。 
 
②フローレス原人の歯について詳細な記載
論文を発表した。さらに現代人や他の原人と
の大規模形態比較も合わせて行い、その成果
を別途論文発表した（論文 5,7）。結果は先の
頭骨の研究と整合するもので、初期ジャワ原



人との類似性が明確に検出された。つまり小
型のフローレス原人は、大型のジャワ原人が
矮小化して進化した可能性が極めて高い。成
果は国内の新聞各紙だけでなく、英・米・豪
などの国際メディアで報道された。 
 
③フローレス原人の祖先を突き止める上で
最重要と目されるフローレス島のソア盆地
での国際調査に招待され，新発見の化石（図
２）の形態学的解析を行い，その成果をネイ
チャー誌に発表した（論文 4）。この島での原
人の矮小化が 70 万年も前から生じていたこ
とを示し，同時にその起源論争の解決に大き
な前進をもたらした（ジャワ原人の仲間から
極度の矮小化を遂げた可能性が高い）成果は
国際的に大きな注目を集め，世界各地で約
600 の記事として紹介された。 

 
図２. 下顎骨の大きさの比較 
リャン・ブアの原人の頭骨にソア盆地の下顎
骨（水色）を重ねたもの（左）と、ホモ・サ
ピエンス（縄文人）の頭骨（右）。ソア盆地
の下顎骨（70 万年前）はリャン・ブアのフロ
ーレス原人（8万年前）より少し小さい。 
 
(2)ジャワ原人 
①ソロ川流域のンガウィで発見された非常
に保存のよい後期ジャワ原人の頭骨化石に
ついて、CT による解析を含む詳細な比較研究
を実施したところ、ジャワ原人の 100 万年以
上に渡る連続的進化を強く支持する結果が
得られたので、成果を論文発表した（論文 6）。 
 
②中部ジャワのサンブンマチャンにある、年
代不詳のジャワ原人の頭骨化石発見地点に
赴き、この化石の年代を追求するための地質
調査とフィッション・トラック法などによる
年代測定を行なった。その結果、この化石が
欧米研究者の間で信じられている年代値（数
万年前）より古く、３０万年ほど前のもので
あることがわかってきた。この年代値は、上
述のジャワ原人の連続進化と整合的である
（学会発表 2,3,9,12）。 
 
③サンブンマチャンにて３週間にわたる発
掘調査を行った。人類の可能性のある歯の破
片が２点見つかったほか、少数ながら石器が
発見された。双方とも、過去に例がないか稀
な、貴重な発見である。 

 
④末期のジャワ原人あるいは最初期のホ
モ・サピエンスがいたと目されるジャワ島南
部のプヌンで２週間の発掘を行った。人類化
石は得られなかったが、あいまいであったこ
の地点の地層の状況がほぼ解明され、プヌン
動物相についての理解が深まった。 
 
⑤最古のジャワ原人の進化的位置づけにつ
いての証拠を整理し、一部の研究からの示唆
に反して、これらはコーカサス地方のドマニ
シ原人より派生的であることを、原人をテー
マにした国際学会にて発表した（学会発表 7）。 
 
(3)台湾 
①台湾本島と澎湖諸島の間の海底から、魚網
にかかって発見された古代型人類化石（澎湖
１号）の研究成果を Nature Communications
誌に発表した（論文 9）。台湾で初めて発見さ
れた古代型人類の化石であり、アジアの化石
記録の空白の１つを埋める重要化石である。
澎湖１号は下顎骨の右半分の保存のよい化
石で、年代はおそらく 19 万年前以降、古く
とも 45 万年前を越えないと推定される。そ
うでありながら、80～70 万年前頃のジャワ原
人や北京原人より顎が頑丈かつ歯が大きく
原始的で、これらとは別の進化系統に属して
いた可能性が高い（図３）。この研究成果は、
アジアにかつていた古代型人類の多様性を
示すものとして、多数の国内メディアだけで
なく、CNN をはじめとする海外メディアでも
広く取り上げられた。 

 

図３. アジアにいた原人・旧人と推定される
澎湖人の位置。澎湖人は中国南部の和県人と
ともに、アジアで知られる「第４の原人」に
位置づけられる。 
 
(4)化石脳の容量測定 
３次元データを用いて不完全な頭骨からそ
の頭蓋腔容量（脳容量の近似値）を正確に推
定する新手法を開発した。ジャワ原人の化石
でテストしたところ、予想以上に小さな誤差
で容量推定ができることがわかった（学会発
表 4,11,18,21,24）。先行研究で報告されてい
たジャワ原人の頭蓋腔容量のいくつかは修



正の必要があることが判明したが、ジャワ原
人の脳サイズが時代を追って大型化してい
ったという通説に影響はない。 
 
(5)総括 
５年間の研究により、ジャワ島・フローレス
島・台湾という３つのアジア辺縁地域で、そ
れぞれ異なった原人の進化史が存在したこ
とがわかってきた。それは氷期の海面変動の
中で、大陸の一部になりえた場所（台湾・ジ
ャワ島）、ずっと孤立していた場所（フロー
レス島）といった地理環境とも関連があった
だろう（学会発表 1）。総まとめとして、平成
28 年度の日本人類学会にて成果発表会を行
なったほか、アジアにおける原人・旧人の新
しい進化系統モデルを提唱した論文を国際
誌に投稿した（現在、査読の最終段階）。 
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